平成18年新年ご挨拶

塩ビ工業･環境協会　会長　中原茂明
明けましておめでとうございます。ご参列の皆様には、よい新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。

さて、私たち塩ビ業界にとりましては、昨年の平成17年は、いろいろ波風はあったものの、まずまず順調な一年であったのではないかと考えております。

　先ず、塩ビポリマーの生産･出荷状況でございますが、平成17年は内需は前年を少し下回りましたが、輸出は比較的堅調であり、総出荷量は前年に比べ微減となりました。

　収益面でも、昨年に引き続き健全な水準を維持することが出来、大変喜ばしく想っております。

　さらに、長い間私たちを悩ませてきた、塩ビに対するいわれなき偏見と、それに伴う忌避という現象も、概ね影を潜めました。

のみならず、例えば東京都のグリーン購入ガイドや日本環境協会のエコマークなどの例に見られますように、科学的事実に基づいて塩ビを再評価した結果、塩ビに対する考え方を変えるに至ったケースがあちこちで目立ってきております。また、自動車業界、電機･電子業界など、主力産業界の一部の方々からも、一度立てた方針を変更･緩和して、塩ビを再び使用し始めたとのお話を伺うことが増えてきております。これまた、ありがたいことと感謝しております。

　加えて、私たちが今後の塩ビ需要増の柱として重視しております、塩ビサッシおよび塩ビサイディングの分野では、塩ビサッシの高断熱性による省エネ･省炭酸ガス効果や、室内温度差が少なく結露も防止できることで住む人の健康保持増進に寄与するということ、さらには塩ビサイディングが美観性に加えてメンテナンスフリーで長寿命であること、などそれぞれの長所･特長が広く皆様方に認識されてきており、近い将来の需要増が期待できる所となってきております。

　なお、サッシとサイディングに関しましては、この会場に、サンプルを展示してございますので、ご歓談の間を縫ってご覧いただきたいと存じます。

　さて、新しい年、2006年を迎えての展望でございますが、塩ビ業界の前途にはまだまだ課題、難問が山積しており、なかなか予断を許さないと考えます。

　市場動向としましては、ご承知のような石油の高止まりに加えまして、波乱含みの中国市場の状況があり、国内では景気の低迷は脱しつつあるとはいえ、原料高･製品安の実態をどこまで改善できるか、また、和らいだとはいえ依然社会の一部に流れている塩ビ忌避ムードをどう断ち切るか、といった課題を抱えております。
こういった課題のうち、経営問題につきましては、当然のことながら各企業個別に取り組んでまいりますが、環境問題および新市場開発に関しましてはVECを中心として、引き続き業界一丸となって対処していく所存でございます。
国外に目を向けますと、中国や韓国などの東アジア地区で最近取りざたされている、数年前の日本へ逆戻りしたような誤解と風説による塩ビ忌避の動きも気になるところでございます。私どもは、昨年アジア諸国の塩ビ業界と共同で設立しましたAPVNのネットワークを通じてそれへの対応活動を精力的に進めようと考えております。

　また、塩ビのリサイクル問題に関しましては、VECは、マテリアルリサイクルについて、塩ビ加工業界の方々と協力して鋭意推進を図ってきておりますし、ケミカルリサイクルやサーマルリサイクルに関しましても関連業界とタイアップして技術確立やシステム確立に努めてきており、例えばJFE環境株式会社とタイアップして昨年春に立ち上げた、塩ビ高炉原料化事業は、お蔭様で順調な稼動を続けております。

さらに、私どもは昨年7月より、関東建設廃棄物協同組合、および同和鉱業株式会社と共同で、建設工事時に出てくる、塩ビを含んだ廃プラスチックのリサイクル事業の模索を始めておりました。これは、関東建廃協さんで収集された建設系廃プラスチックを毎月100トン程度、1年間で計1,200トンを同和工業さんの岡山工場へ輸送し、同所の流動床炉でサーマルリサイクルするものです。5ヶ月間のトライの結果、このモデル事業は順調に進展し、将来の事業化へ向けて貴重なデータが取れつつあります。なお、本件の詳細につきましては、本日ご参加のマスメディア関係の方々には、プレスリリースの形でお渡ししておりますので、ご参照ください。

　塩ビに関する環境上の話題は、ダイオキシン問題にせよ環境ホルモン問題にせよ、「冤罪」であったことがほぼ社会に認められましたが、まだまだ底流として「塩ビはなんとなく環境に良くない」という「思い込み」が広がっており、陰に陽に塩ビ事業の発展の阻害要因となっております。この流れを打破するため、VECを中心として広く社会の皆様に、塩ビに関する、科学的事実に基づく正確な情報を発信する活動を、今年度も引き続き進めてまいります。

　さらには、塩ビサッシ、塩ビサイディングに関しましても、関係業界との連携を一層強化しつつ、成果に結びつく市場開発活動を進めてまいります。

　私ども塩ビ業界が、このように活動できますのも、ひとえに本日ご参集の皆様、すなわち経済産業省、国土交通省、環境省始め行政部門の方々、塩ビの加工業界や関連業界の皆様、商社、流通関係、さらには消費者の皆様の暖かいご理解とご支援の賜物であります。ここに、改めて厚くお礼申し上げる次第です。

　景気がますます回復し、社会情勢も落ち着いてくる平成18年になりますことを、ご参列の皆様とともに祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。ご清聴有難うございました。

